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日本のあるべき姿：

高いエネルギー自給率による安定かつ自立した国家の実現

それにより実現できること：

● 他国依存を下げ、日本社会の安定や安全保障環境の維持向上。
● エネルギー資源によってもたらされる紛争などの抑制への国際貢献。
● 地球温暖化など世界課題への対応を国際社会で牽引する国家になる。

考えるエネルギー政策・割合：

● ベース電源として原子力発電の割合を向上。
● 火力発電によるCO2排出を低下させ、再生可能エネルギーの割合を向上。

具体的な技術や対応策：

● 浮体式原子力
● 新しい火力発電（アンモニア、水素）
● 核融合
● 原子力規制の見直し
● 原材料や設備の国産比率の策定
● 他国との技術開発（例：戦闘機など安保上重要なテーマでも外国協働の実績あり）



2050年と2100年


